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この度はお買いあげいただき、誠にありがとうございます。この取扱説明書（以下「本説明書」といいます）は
本製品の正しい取扱方法を説明しています。ご使用の前に本説明書をよくお読みいただき、正しい使用方法を
ご確認ください。
ただし、本説明書は本製品の基本的な使用方法を示すものであり本製品の安全システム全体を解説する
ものではありません。本製品を正しく使用するための適切な指導を受けてください。また、本製品の機能とその
限界、使用する活動に伴う危険について十分理解してください。
なお、ご不明な点等ございましたら、販売店もしくは（株）モンベルカスタマー ・サービスまでお問い合わせ
ください。本説明書は大切に保管してください。また、本説明書を紛失した際は弊社ウェブサイトよりダウン
ロードすることができます。 

■ 特長
本製品は要救護者の搬送に使用する、背負搬送具です。独自の袋状の構造で搬送時に要救護者にかかる
負担を軽減します。ヒップベルト一体型のフレーム入りの背面パッドが、搬送者（背負う人）にかかる荷重を分
散し、負担を軽減します。また、搬送時に両手が自由になるため、安全な移動が可能です。 

■ 吾部の名称

要救護者用
ショルダーストラップ

バランスサポート用
ループ

オートロックカラビナ

ショルダーハーネス
要救譴者月
サイトストフップ

チェストストラップ
カラビナ接続用
ループ

ハンドル

卜 スタッフバッグ 
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■ 安全上の注意 デイジーチェーン

小危険人が死亡または重傷を負う危険が差し迫って生じることが想定される内容です。 

0本製品の最大使用荷重は80kgです。本製品の限界を超えて使用しないでください。また、本来の用途
以外（ベビーキャリアや荷物の運搬など）には使用しないでください。 

0本製品は使用方法を熟知していて責任能力のある人、あるいはそれらの人の目の届く範囲で直接指導を
受けられる人のみ使用してください。また、使用前に十分な訓練を行い、使用する活動に伴う危険につい
て理解してください。 

0本製品を使用し、要救護者を背負っているときは、腰を曲げて前屈みにならず、膝で屈むようにしてくださ
い。バランスを崩し要救護者を乗せたまま転んだりするなど、事故につながる恐れがあります。



があります。

麟霜盆澁喜霜畠霰趨繁、竺てください。■使用前回の点検

0本製品は最低でも二人以上（背負う人、サポートする人）で使用してください。絶対に一人で使用しない
でください。 

0本製品の使用中は、要救助者に過度な圧迫がかかったり、気道をふさぐことがないようにしてください。ま
た、背負う人、サポートする人共に、要救助者の体調や状態に常に注意を払ってください。 

0本製品の改造や分解などは絶対にしないでください。性能が損なわれ、十分に保護能力が発揮できない
恐れがあります。本製品の改造に起因する損害事故、負傷事故、死亡事故について、一切の責任を
負いません。

心9置と場合により人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容です。
． 匿に軽傷または物的損害が発生する頻度が高いことが想定される内容です。 

0本製品は一人用です。二人以上の人を背負わないでください。
〇使用方法をご覧のうえ、要救護者に合わせて各テープを正しく調節してください。正しく調節しないと本来

の性能が発揮できない恐れがあります。 
0本製品は、大人が背負うように設計されています。お子さまが背負うと、事故の原因となります。 
0本製品を使用する際は、ヒップベルトのバックル、要救護者用ショルダーストラップのバックル ・ サイドスト

ラップのバックルとカラビナが確実に固定されていることを確認してください。バックルやカラビナが正し
く固定されていないと要救護者が転落する恐れがあります。 

0本製品を背負うときや降ろすときは必ずサポートする人と共に、周囲に障害物がないか、要救護者の安
全を十分に確認した上で行ってください。 

0本製品を背負うときや降ろすときはできるだけ慎重にゆっくりと行ってください。要救護者が転落する恐れ

〇要救護者を乗せて背負った本製品を必要以上に振ったり、揺すったりしないでください。バランスを崩し
要救護者を乗せたまま転んだりするなど、事故につながる恐れがあります。

〇使用前は毎 必ず点検をしてください。老朽化が認められる場合や損傷が認められたり、疑わしい場合
は直ちに本製品の使用を中止してください。本来の性能が発揮できない恐れがあります。

〇正しいお手入れ方法、保管方法を守ってください。誤ったお手入れや保管方法を行うと、本来の性能を
発揮できない恐れがあります。

口吾バックルやカラビナにひびや変形が見られないか ロシートに破れなどがないか
ロショルダーハーネスやストラッフに破損などがないか

器具の状態は、搬送者、要救護者の安全に大きく関係します。使用前の点検に加えて、十分な知識
のある適任者による詳細な点検を最低でも6か月に1度行ってください。使用頻度によってはより頻繁
に点検を行ってください。また、使用開始日、購入日、点検日、点検者の記録をしてください。

■使用方法
0要敦護者の背負い方について
※本製品は最低でも二人以上（背負う人、サポー トする人）で使用してください。

絶対に一人で使用しないでください。
Oシートを広げ要救護者をシート （図A) （図B)

に座らせます（図A)。段差な
どを利用しシート部分を高くす
ると背負いやすくなります。

®シート左右のオー トロックカラ
ヒナを、要救護者の脇の下を
通し、背面パッド両側のカラビ
ナ接続用ループに接続します
（図B,C)。オートロックカラビナ
のゲートが確実に閉じているこ ロック
とを確認してくださいn ラビナ

※オートロックカラビナの詳しい
使用方法は、次ページ「オート
ロックカラビナの使用方法」
を確認してください。

図



△軍険

四江霜謬間[i〖

®左右の要救護者用サイドストラップ （図E)

を引き、シー トを要救護者の太もも
と腰 りに密着させます（図C,D) 。 

0ショルダーハーネスに腕を通します。

（図F)
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※カラビナ接続用ループに接続する際は、ゲートが確実に閉じていてロックがかかっていることを確認してください。 

0要救護者の降ろし方について
要救護者を降ろす際は「要救護者の背負い方について」 の 0~®の手順を逆に行ってください。

0バランスサポート用ルーフついて
シート左右と中央にある3か所のループは、サポートする人が搬送者の歩行のバランスをサポートするために
使用できます。カラビナやスリングなどを接続して使用してください凡接続する器具の取扱説明書及び、最新の
規格を確認し、正しい使用方法や機能的な限界を確実に理解してください。
※アクセサリーカラビナやアクセサリーロープなどは絶対に使用しないでください。
※自己確保や懸垂下降などの荷重のかかるような使用は絶対にしないでください。

ショルダーストラップ、チェストストラッ
プ、ヒップベルトを締めて、すき間が
ないように調節します（図E)。

回〇上半身を前傾させて、ゆっくりと腰
から立ち上がります。必ず後ろで一

人が支えてください（図F) 。
※勢い良く立ち上がると前方に転

倒する恐れがあります。
®要救護者用ショルダー ストラップの

バックルを締めて、ストラップの長さを
調節します回G)。要救護者の負担を
軽減するために、ハンドルを引いて
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腰の深さと足の角度を調節してくだ ｀：用
さい（図H) 。
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カラビナは右図のよっな〇介 0 
向きで力がかかるように使用
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り、大変危険です。
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■ お手入れ方法 塁篇訴話澁盟悶盟翡麿9営憑色を縮めます。
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心警告
0本製品は引き上げや引き降ろし、吊り上げや吊り下げなどの体重を支える目的でロープに直接接続す

ることはできません。
0本製品を使用中に懸垂下降などをする場合は、必ず搬送者、要救助者ともに別途ハーネスなどを着用

し、各々のライフラインを確保してください。

〇汚れがひどい場合は40℃までのぬるま湯と中性洗剤を使ってください。洗剤成分が残らないように十分
すすいでください。乾燥は直射日光を避けて風通しの良い日陰を選んでください。 

■ 保管方法
〇使用の有無や保管状態にかかわらず、本製品は時間の経過とともに徐々に素材の強度が失われてゆきま

す。また直射日光下での放置はさらに著しく強度が失われますので避けてください。
〇湿度の高い環境での保管は、金属部分の腐食、繊維部分の変質・強度低下の恐れがあります。 
0本製品を火のそばや暖房器具のそばなどの高温になる所に置かないでください。変形や損傷の原因に

なります。 

■ 廃棄方法
〇廃棄方法はお住まいの自治体の収集方法に従ってください。

■ アフターサー ビス
お買い求めいただきました本製品は万全を期して製造しておりますが、万ー不備な点がございましたら、お
買い求めいただいた販売店、もしくは下記の弊社窓口までこ�連絡ください。
製造上の欠陥による不具合の場合は無償で交換させていただきます。なお、修理、交換等の要否につきま
しては、弊社の裁量にて判断させていただきます。
なお、以下のような原因での破損、不良につきましては保証いたしませんのでご了承ください。

0本製品の誤った使用方法によるもの 0間違ったお手入れ、保管方法、経年変化による素材劣化
0乱暴な取り扱いによるもの 0その他、製造上の欠陥以外の原因によるもの

破損時は弊社にて診断をして、修理が可能な場合はご要望により有償にて修理をさせていただきます。

■ 仕様
品 番：1223446
品 名：レスキュー キャリ ーハーネス
主素材：ナイロン
最大荷重：80kg

■ その他
本製品の仕様、デザインは予告なく変更されることがあります。また、重量などのスペックには誤差が生じる場合があります。



mont-bell 
User's Manual 

ing th i i iThank you for purchase s product. Before useng, please carefully read thes manual for 
i instructions on the proper care and usage of th s product. 

i i i iPlease understand thes manual only explaens how to use the product and does not go nto deta l
i i i iregardeng useng the product safely. You are personally responseble for learneng the proper

ing th itechn iques and safety procedures for use s equ ipment. 
ing th i iIf you have any questions regarde s product, please contact Montbell Customer Servece or the

i istore of or iginal purchase. Keep thes manual for future reference.If you lose thes manual, you can 
download a data file from our webs ite. 
■ Description 

i i i iThes product s made for carrying an njured person on the back n emergency s ituations. The 
i i i i i i ispecealezed pouch-leke structure reduces stra n on the person beeng carreed, whele the framed back 

i i i ipad w ith ntegrated h ipbelt effectively d strebutes the load to reduce the burden on the carreer. The 
i ides ign keeps both of the carreer's hands free to facel itate safe transport. 

■ Components 
Shoulder stra

i 
p 

ifor person beeng carreed 

Loops for balance 

iAuto-lock carabener 

Shoulder harness 
iSede straps 

i ifor person beeng carreed
Chest strap 

iCarabener
attachment loop 
Handle 

t Stuff bag 

—{| ― ― ·_-- --_-­
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i■ Safety Warnings � 

ふ DANGER! �ば霜芯営。忠問忠���su it in major injury or deae

Dae

th.

sy chaen 

i i i i i im it. Do0The maxemum load for th s product s 80 kg. Do NOT use th s product if exceedeng the load l
i i is product for any other activity for whech itNOT use the s not designed (e.g., carrying a baby or luggage).

0This product should be used only by persons who have thorough knowledge of and can assume 
i i irectly supervi ingresponseb lity for its use, or by someone who can be d

i 
sed bysuch a 

i
person. Before use

ithe product, be sure that you are fully tra ned and understand the hazards assoceated with the activity n
i iwhech the

ine
p
g t
rodu

hi 
ct s to be used. 

i iOWhen use seproduct and carrymg an njured person, do NOTebendeforward at theewaest. Bend at the
i i i i i iknees. Bendeng forward at the waest may result n acc dents, such as loseng balance and falleng w ith a 

i i iperson requ r ng emergencya d sitting on the back. 
i i ing support)0Thes product rnust be used by at least two people (one carrying and one proved

i iwhen carrying an njured person. Do NOT use th s product by yourself. 
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i ing th i i i0Wh le use s product, do NOT apply excesseve pressure on or obstruct the aerway of the
i i i iperson beeng carreed. The person carrying the product and the person provedeng support should

i i ialways be paying attention to the physecal cond ition of the person beeng carreed.
i0Do NOT mod ify or alter th s product. Improper mod ifications and alterations can damage the

i ir functional ity.product and mpae

use of th s product can result n njury, death, or property damage. 
i iQThes product s for carrying one person. Do NOT carry two or more people.

i i i i0Refer to the derections and adjust each strap correctly accordeng to the person beeng carreed.
i iFaelure to do so may lead to a decrease n performance.
i i i i i0Thes product s designed to be carried by an adult. If ch ldren use th s product, it may cause accdents.

ing th i i0When use s product, make sure that the h ipbelt buckle, the shoulder and sede strap buckles
i i i ifor the person beeng carreed, and carabeners are securely fastened. If the buckles and carabeners

i iare not properly fastened, the person beeng carreed may fall. 
ing th i i0When l ifting or lowere s product, always do so w ith a support person, makeng sure that there

i i i i i iare no obstacles n the vec n ity and that the person beeng carr ed s safe.
ing th i i i0When l ifting or lowere s product, do so as carefulli and slowly as posseble. Faelure to do so 

i imay cause the person beeng carreed to fal l. 
ing th iODo NOT shake or swe s product more than necessary when carrying a person. May lead to

i i iaccedents, such as the person carrying the product loseng balance and falleng w ith a person
bein

i
g carried on the back. 

ing i0Preor to use, check the product's cond it ion and stop us
i idetereoration from age/use, damage or rregular ities.

0Please follow recommended care and storage nstructions. Improper care and storage can lead 
ito a decrease 
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□ □Cracks oe deforma he buckles and caeab S Tears he sea『 ti i 『 i 『 it t ton n ne n
□Damage to he shouldee harness o『 『 t『t s apse
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iThe cond ition of the equ ipment has a s ign ificant mpact on the safety of the person carrying and the
i i i i iperson beeng carreed. In add ition to a pre-use nspection, a detaeled nspection by a competent and

iknowledgeable person should be performed at least once every 6 months. Dependeng on the
inspections should be performed more frequently. Record the start date of use,

inspection, and name of nspector. 
frequency of use,
date of purchase, date of i 
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i ig.E) (Fig.F)8Pull the straps on left and right s des (F
to fit the seat close to the th ighs and 

i iwa st of the person to be carreed (F ig.
C and D). 

H

S

&Pass the arms through the shoulder 
harness. T ighten and adjust the
shoulder straps, chest strap, and
h ipbelt so that there are no gaps 

(Fe

下 

(F ).Eig. 
0Slowly r i i ingse from the waest, lean

your upper body forward. Be sure to
ihave one person behend you who 

ican provde support (Fig. F).
i*Standeng up w ith force may cause

you to fall forward.
0Fasten the buckle on 

i
the shoulder 

strap for person bee

le

ed and i `ng carre

：i9: 

adjust the length of the strap (F ig. G).
iTo reduce the stra n on the person es

be ing carr ied, pull the handles to 『|iadjust the depth of the waest and the Handlangle of the legs (F ig. H).
OUsing the auto-lock carabiner 

゜e

笠：｀：；：二三:g h

Ko:e
Le

i i※Make sure that the gate s securely closed and locked when connecting to the carabner attachment loop. 
OLowering a pe『sonebeing ca『『iedeon the back 

i i i i iTo lower a person beeng carreed on the back, do n reverse steps 0-0 n℃arrying an njured
person on the back". 

OLoops for balance 
i i ingThree loops on the left, r ight and center of the seat can be used by the person who s proved

i i i isupport to help balance the carreer's ga it. Connect carabeners, slengs, or other deveces to use*. 
iCheck the user's manual and the latest standards for the devece to be connected to ensure 

i iproper use and understandeng of its functional l m itations.
i*Do NOT use accessory carabeners or accessory ropes.

i i i*Do NOT use th s product for self-secureng, rappe lling, or for any other load-beareng uses. 
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心WARNING! 
OThis product is NOT designed to be connected directly to a rope for the purpose of weight 

bearing such as lifting, lowering, or suspending. 
OWhen rapelling while using this product, both the person carrying and the person being carried 

must use separate harnesses or other equipment to secure the lifelines of each person. 

■ Care 悶悶翌fi昇？認0a盈盟悶盟腐品ば悶点翌ば忠ふ忠01悶盟品唸悶心岱
．

product.e
0When heavily stained or soiled, use lukewarm water under 40℃with mild soap. Wash and rinse 

thoroughly. Dry in a well-ventilated, cool, dry place away from direct sunlight. 

■ Storage 
ORegardless of use and storage, this product will gradually weaken with age. Placing it in direct 

sunlight will significantly decrease the product lifespan. 
0Storage in a humid environment may cause corrosion of metal parts and alteration and loss of 

strength in fabric parts. 
0To prevent deformation and damage, do NOT store near heat sources. 

■ Disposal 
0Please follow local regulations regarding waste disposal. 

■ Warranty 
Montbell's warranty covers all defects in materials and workmanship to the original owner, for the 
lifetime of the product. If a product ever fails due to a manufacturing defect, Montbell will repair or 
replace the product at Montbell's discretion. This warranty does not cover damage(s) caused by 
accident, improper care, negligence, misuse, alterations or normal wear and tear. Damage(s) not 
covered under warranty will be repaired at a reasonable rate. If you would like to make a warranty 
inquiry, please contact Montbell Customer Service or the store of original purchase. 

■ Specifications 
Style# : 1223446 
Name : Rescue Carry Harness 
Material: nylon 
Load capacity: 80kg 

All product_specificati_ons and design are subject to change without prior notice. 
Acfual produ"ct specifications may vary. 
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